
授業改善研修会
算数・数学

群馬県教育委員会事務局

義務教育課 教科指導係

教師が「～させる」授業から、児童生徒が「～する」授業へ

各教科等授業改善プロジェクト



～本日の内容～

１ 群馬県教育ビジョンと令和７年度学校教育の指針
～算数・数学科の「特に現れてほしい子供の姿とポイント」 ～

２ 算数・数学科の「特に現れてほしい子供の姿とポイント」設定の背景

３ 「特に現れてほしい子供の姿とポイント」を具現化するために
～本日の二つの授業を基に～

本日のまとめ
〇「問題解決後」によさや統合・発展を視点にした問いを設定する
○本時のゴールを焦点化して学習活動を設定する



・解決方法、理由、性質、関係等への
着目を促す環境の構成や問いかけを行う。

・他の考えを理解する活動と、
比較・検討、関連付けを図る活動を
意図的に設定する。

○日常生活や社会、数学の事象に
関わる数理的な問いを見いだしている

○数学的な表現を用いて交流し、
自他の考えを広げ、深めている

算数・数学

1．令和７年度学校教育の指針

～特に現れてほしい子供の姿と重点～

各教科等で特に現れてほしい子供の姿 授業づくりのポイント

試行
錯誤 があってこその算数・数学･･･

自己
決定

対話
交流
・

問い、めあて・課題、問題、問題場面の
整理はR6研修会資料参照



1．群馬県教育ビジョン



昨年度の取組

本日のまとめ
〇児童生徒に応じて間接的、直接的な手立てを講じる
〇数量に関わる学習活動を充実する

1．群馬県教育ビジョン

R５、6の資料はこちらから→

R6は一層児童生徒主体で
学習活動を進められるよう

実践研究



1．令和７年度学校教育の指針

自分で、友達と、先生と

宮城小学校
小５「小数の除法」



1．令和７年度学校教育の指針

端末で、ノートで、学習プリントで

宮城小学校
小５「合同な図形」



1．令和７年度学校教育の指針

教師の見取り

生徒の学びをつなぐ環境

考えがまとまったら
書いてね

友達の考えに学ぶ

第一中学校
中３「平方根」



1．令和７年度学校教育の指針

振り返り活動としての適用問題

めあてに正対
（ただ解くのは練習問題）

お手本は板書

宮城小学校
小５「小数の除法」



1．令和７年度学校教育の指針

信じて、任せて、待つ

第一中学校
中３「二次方程式」

共有には
問いが大切



・解決方法、理由、性質、関係等への
着目を促す環境の構成や問いかけを行う。

・他の考えを理解する活動と、
比較・検討、関連付けを図る活動を
意図的に設定する。

○日常生活や社会、数学の事象に
関わる数理的な問いを見いだしている

○数学的な表現を用いて交流し、
自他の考えを広げ、深めている

算数・数学

1．令和７年度学校教育の指針

～特に現れてほしい子供の姿と重点～

各教科等で特に現れてほしい子供の姿 授業づくりのポイント

試行
錯誤 があってこその算数・数学･･･

自己
決定

対話
交流
・

R７は問いの質の向上！



２．算数・数学科の「姿と重点」設定の背景

資料はこちらから→確かな知識を獲得する（知る）授業に！



２．算数・数学科の「姿と重点」設定の背景

資料はこちらから→前の問題解決を次の問題解決に生かす授業に！

（１）

点E,Fの
場所が変わる

外側に



２．算数・数学科の「姿と重点」設定の背景

「答えに○」で安心しない！
→数学的活動の充実

方法、内容、目標



・解決方法、理由、性質、関係等への
着目を促す環境の構成や問いかけを行う。

・他の考えを理解する活動と、
比較・検討、関連付けを図る活動を
意図的に設定する。

○日常生活や社会、数学の事象に
関わる数理的な問いを見いだしている

○数学的な表現を用いて交流し、
自他の考えを広げ、深めている

算数・数学

３．特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

～特に現れてほしい子供の姿と重点～
各教科等で特に現れてほしい子供の姿 授業づくりのポイント

本日のまとめ
〇「問題解決後」によさや統合・発展を視点にした問いを設定する
○本時のゴールを焦点化して学習活動を設定する

本日は「追究する過程」において、
「数理的な問い」と「自他の考えを深める」を視点に
数学的活動が連続する授業づくりのお話をします

この往還が大切



算数・数学科における単元構想のイメージ

単位時間
の問題

単位時間
の問題

単位時間
の問題

であう過程

つかう過程

単位時間
の問題

単位時間
の問題

単位時間
の問題

既習単元
の学習

【まとめ】
知識、技能
→必要性と

意味

問題のギャップ

→問い

思考力、判断力、
表現力等

問いの種類
・どんな【事柄・事実】
・どうすれば【方法】
・なぜ【理由】
→カードで児童と共有し、
自ら見いだせるように

多くの授業では、この
問いをめあてに設定し、
前の時間の問題と何が、
どう変わったのかを見
いだし、その時間の学
びの必要性を自覚！

次の単元
の学習



３．特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

問い

宮城小学校
小５「小数の乗法」

数学的活動が連続する学びを通じて資質・能力の育成を図りたい！

広げる

問題

長さが小数…

深める
既習の知識や問題
解決と関連付ける

長さが小数の時の

問題の
ギャップ



３．特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

【解決後】解決過程を振り返る局面

だけど実際の授業では…

・まとめが終わらなかった…
・児童生徒が考えずに教師が
まとめてしまった…

前時の終末部、【解決後】に見いだ
した「学びを深める問い」からめあて
を設定して、じっくり考える授業も計
画しませんか？

解決後に「学びのつながり」を実感したい！

学びを深める
ポイント

どんな数の時の求め方と似ていますか？

問いかけで問いを表出

問題のギャップから
生じる問い



公開授業の姿
第一中学校宮城小学校

そして・・・
中点連結定理の活用場面を広げ、具体的
な事象を考察する力を育んだ。

そして・・・
単位量当たりの比べ方のよさを感得し、
目的に応じて考える力を育んだ。

追究する過程
単位量当たりの大きさを
用いた比べ方

試行
錯誤

平行四辺形になる証明

試行
錯誤

追究する過程

難しい
内容

難しい
内容



３．特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

【解決後】

前時まで

部屋の
混み具合

面積も人数も
異なる時の比べ方？ 公倍数や、単位当たりの量を

使って解決！

「問題解決後」によさや統合・発展を視点にした問いを設定する

宮城小学校
本日の授業

面積 人数

部屋A ６m2 ９人

部屋C 5m2 8人 公倍数は整数で比べやすい！

「１あたり」を使う
「よさ」はなんだろう？

比べ方を整理する「学びを深める問い」

＜評価基準：思②＞
目的に応じた、比べ方、表し方



３．特に現れてほしい姿と重点を具現化するために
「問題解決後」によさや統合・発展を視点にした問いを設定する

宮城小学校
本日の授業

・解決方法、理由、性質、関係等への
着目を促す環境の構成や問いかけを行う。

児童主体で

公倍数は整数だから
考えやすいな！

じゃあこっち（１あたり）のよさ
は何？

環境の構成【学習プリント】 環境の構成【板書】

環境の構成【日頃からの学習習慣】

問いかけ

解き方がいくつかあるときは「よさ」も
考えたいですね！

どの解き方が簡単でしたか？なぜ？

○日常生活や社会、数学の事象に
関わる数理的な問いを見いだしている

「１あたり」を使う
「よさ」はなんだろう？



「よさ」を考える授業では、
一方を否定せず、それぞれのよさを捉えられるようにしましょう！

いつでも「１あたり」で
比べればいいんでしょ？

「たくさん比べるとき」は
「１あたり」で比べるといいね！
「公倍数」が楽なこともあるよ！

次の問題解決で、目的に応じて使える考え方を身に付けましょう！

「条件・場面」＋「考え方」



３．特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

【解決後】

前時まで 「問題解決後」によさや統合・発展を視点にした問いを設定する

第一中学校
本日の授業

三角形では証明できた！

＜評価基準：思③＞
具体的な場面での活用

△ABC∽△DEF？

辺の比や角が等しい
根拠となる性質は？

三角形の相似条件と
中点連結定理を使って証明！

四角形の辺の中点を
結んだらどうなるだろう？

統合的・発展的な考察を促す「学びを深める問い」



３．特に現れてほしい姿と重点を具現化するために
「問題解決後」によさや統合・発展を視点にした問いを設定する

第一中学校
本日の授業

・解決方法、理由、性質、関係等への
着目を促す環境の構成や問いかけを行う。

生徒主体で

環境の構成【学習プリント】 環境の構成【日頃からの学習習慣】

問いかけ

図形の証明を終えたら他の場合は
どうなるかも考えたいですね！

三角形の他に考えたいことはありますか？

○日常生活や社会、数学の事象に
関わる数理的な問いを見いだしている

四角形の辺の中点を
結んだらどうなるだろう？

四角形になったらどうかな？



「統合的・発展的」に考える授業では、
統合・発展の前後を合わせて振り返る活動を充実しましょう！

複数の問題解決をつないで、より汎用的な考え方を身に付けましょう！

「四角形の中点を結ぶと
平行四辺形になること」を
証明できたよ！

「【証明２】も補助線を引くと」、
「【証明１】と同じように」
中点連結定理を使えたよ！

「証明１」と「証明２」から分かること
【証明１】 【証明２】



３．特に現れてほしい姿と重点を具現化するために
宮城小学校

問題

面積 人数

部屋D 30m2 8人

部屋E 24m2 7人

部屋F 50m2 28人

解決途中に生じる問いも大切
手立てを事前に検討
（指導上の留意点）

問題

四角形EFGHは平行四辺形？

（例）
・１m2当たりの人数ってどうに求めるの？
・30 ÷ 8 =3.75 って何を求めたの？
・混んでいるのは数が大きい方？小さい方？

（例）
・平行四辺形になるための条件のどれを使うの？
・中点連結定理を使うためにどうするの？

第一中学校単位量当たりの大きさを
使う「よさ」はなんだろう？

四角形の辺の中点を
結んだらどうなるだろう？



３．特に現れてほしい姿と重点を具現化するために
本時

比べるものが多いときは
１あたりが比べやすい！

宮城小学校
本日の授業

本時のゴールを焦点化して学習活動を設定する

単位量当たりの大きさを
使う「よさ」はなんだろう？

１m2あたりは数字が大きくなる
ほど混んでいるから分かりやすい！

１m2あたりと一人あたり
はどっちがいい？

本時の授業はこちらに焦点 本時のゴールを解決した子の課題

この問いで全員に気付かせ
たいことは何かな？

単元全体で資質・能力の育成を図る計画、本時は手前にゴールを設定する計画に！

次の速さでも
考えられる！



３．特に現れてほしい姿と重点を具現化するために
本時

宮城小学校
本日の授業

本時のゴールを焦点化して学習活動を設定する

単位量当たりの大きさを
使う「よさ」って言われても…

問題解決を通じて
「よさ」を実感できるように！

面積 人数

部屋D 30m2 8人

部屋E 24m2 7人

部屋F 50m2 28人

部屋G 60m2 72人

「よさ」を実感できる数値の設定
・公倍数に気付きにくい
・複数を同時に比べる



３．特に現れてほしい姿と重点を具現化するために
本時

四角形の中点を結んだら
平行四辺形になる！

第一中学校
本日の授業

本時のゴールを焦点化して学習活動を設定する

四角形の辺の中点を
結んだらどうなるだろう？

対角線が直交する四角形（ひし形、た
こ形）の中点を結ぶと長方形になる！

本時の授業はこちらに焦点

特別な四角形ができる
外側の四角形の条件…

本質的に同じ証明！

形の整っていない四角形でも
平行四辺形だと言えるのかな？ 皆で同じことを語り合える学習活動に！

この問いで全員に気付かせ
たいことは何かな？



３．特に現れてほしい姿と重点を具現化するために
本時

第一中学校
本日の授業

本時のゴールを焦点化して学習活動を設定する

自ら数理的な問いを見いだして
統合的・発展的に考察できるように！

図形の性質は先生が
示すものでしょ…

図形の性質を見いだす活動
・シミュレーションの活用
・条件と結論を整理
（命題を立てる）



３．特に現れてほしい姿と重点を具現化するために
２つの問題発見・解決の過程（数学的活動）を繰り返したことで・・・

・他の考えを理解する活動と、
比較・検討、関連付けを図る活動を
意図的に設定する。

○数学的な表現を用いて交流し、
自他の考えを広げ、深めている

単位量当たりの大きさを使
う「よさ」まで感得して、
生きて働く考え方に！

単位当たりの量と
公倍数の比べ方、よさを
繰り返し比較・検討

三角形と四角形、それぞ
れの中点を結んだ証明
の根拠を比較・検討

中点連結定理の活用場面や
証明への理解を深め、

問題発見・解決する力を育成！

宮城小学校

第一中学校



まとめ

本日のまとめ
〇「問題解決後」によさや統合・発展を視点にした問いを設定する
○本時のゴールを焦点化して学習活動を設定する

「問い」を接着剤にして数学的活動をつなぐことで、
数学的な概念形成を図ったり、
前の問題解決を次の問題解決に生かす力を高めたりしましょう！
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